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研究の評価、意義
①ナショナルヒストリー
集合的記憶装置としての歴史教育（歴史教
科書）
ナショナリズムに基づいた歴史認識→対立

対立を言うことはたやすいが、ナショナリ
ズムを超えて、どういう対話が可能か、ど
ういう共有をするのか、を探った事例は少
ない

②「より良いヒロシマ教科書づくり」プロ
ジェクト
それぞれの語り、真正な対話
国家を超える公共圏の創造へのチャレンジ

ポストモダン、ポストコロニアルの対話の
試みとして評価できる



論点 → 特に、１A １B 2A ２B

①内容「ヒロシマとはなんであったか」
１A 教科書の歴史認識に基づいた対話
なぜ、教科書の語りが異なるのか
「理解」の不可能性を、どう克服するか
１B 教科書の歴史認識（ナショナリズ
ム）を離れて、市民として、戦争、平和、
植民地、人権について、どう議論するか

②方法
2A より良い教科書づくりは、これまで
の共通歴史教科書づくりや共通歴史教材づ
くりの試みとどう違うのか
2B 自国史(現代史）の相対化、批判的歴
史（自国史の反省）はしなくていいのか

③対話は歴史対話のみか
3A 公共の創出は、歴史対話のみで可能か

例：異己理解、多文化共生、交流・変容

韓洪九著、高橋宗司監訳
（2003）『韓洪九の韓国現代史
―韓国とはどういう国か』平凡社
（『大韓民国史』）
韓洪九著、高橋宗司監訳
（2005）『韓洪九の韓国現代史
〈2〉負の歴史から何を学ぶの
か 』平凡社（『大韓民国史２』）

歴史教育研究会・歴史教科書研究会編（2007）『日韓歴史共通
教材 日韓交流の歴史』明石書店
ペーター・ガイス、ギヨーム・ル・カントレック著、福井憲彦、
近藤孝弘訳（2016）『ドイツ・フランス共通歴史教科書【近現
代史】』明石書店
矢口祐人・中山京子・森茂岳雄編（2011）『真珠湾を語るー歴
史・記憶・教育』東京大学出版会



歴史教育研究会・歴史教科書研究会編（2007）『日韓歴史共通教材 日韓交流の歴史』明石書店

・日韓の歴史研究者、学校教員による、高校生・若者のための日韓共通の歴史教材の作成。
・1997年末から2005年初めまで15回のシンポジウムを重ねる。
特色 ①日韓の共通の歴史認識を探る。②それを教材として示した。③先史から現代までの全時代
を対象とした。④日韓交流しの通史的叙述

ペーター・ガイス、ギヨーム・ル・カントレック著、福井憲彦、近藤孝弘訳（2016）『ドイツ・
フランス共通歴史教科書【近現代史】』明石書店（現代史版もある）

・第一次世界大戦、第二次世界大戦を国境での領土争奪を含めて戦った両国の共通の歴史的トピッ
クを探る。
・EU（ヨーロッパ連合）の理念の実現のための高等教育の普遍性、歴史教科書づくりへの挑戦
・近現代史においいて、歴史をナショナリズムの観点から捉えることの是非などの課題

矢口祐人・中山京子・森茂岳雄編（2011）『真珠湾を語るー歴史・記憶・教育』東京大学出版会

・真珠湾をテーマにした日米教員ワークショップ「真珠湾ー歴史・記憶・記念」、ホノルルで
2005年から2010年の５年間のプロジェクト。
・日米の教員が参加し、研究者の講演、フィールドワーク、体験者兵士の話、教員相互の対話な
ど。
・パールハーバーからヒロシマまで、教科書記述の異なる日米の学校教員にとって貴重な経験とな
る



A B

教師のカリキュラムデザイン力」藤原（2010:40-45）

A B
国民育成
ナショナル

市民育成
オルタナティブ

A B
批判・相対化：「いくつもの日本」の歴史像」

対置
対立
分断

A B×
新たな空間・公共

①より良い教科書、共通歴史書づくり
②道徳的価値：異己理解
③文化的アイデンティティ：ひょうたん島
④交流と変容：海外研修・スタディツアー
⑤エンタテイメント・サブカルチャー

方法としての対話、真正な対話

研究の方法の可能性



藤原孝章（2021:47-77）

ナショナル・ヒス
トリーの相対化
批判的歴史探究
「いくつもの日
本」の歴史像

昆布ロード概念図



【資料】チョコレートの話

みんなで遠足に行きました。
お昼のことです。お弁当を食べ終わって，みんなでおやつを

食べることにしました。
みんな，自分で持ってきたおやつを出して食べ始めました。
かける（みき）は，持って来たチョコレートを出して，食べ

ようと思いましたが，トイレに行きたくなり，トイレに 行き
ました。

しばらくして，もどってきたら，出しておいたはずのチョコ
レートが全部なくなっていました。

かける（みき）は，持って来たチョコレートを出して，食べ
ようと思いましたが，トイレは，持って来たチョコレートを出
して，食べようと思いましたが，トイレは，近くにいた親友の
たけし（りさ）に「ぼく（わたし）のチョコレート知らない？
」と聞いてみました。

するとたけし（りさ）が「ぼくもチョコレートが大好きだっ
たから，食べちゃったよ。」と言いました。

【設問】
○たけしさんの行動について，あなたは

どのように思いますか。
また，それはなぜですか。理由も書きま

しょう。

【選択肢】
A：全然気にしない。仲良しなので，お互

いのものを区別する必要はない。

B：少し違和感はあるが，問題にしない。
二人の関係に影響はない。

C：あまりいい気持ちでなはい。今度，ま
たこのようなことがあったら困る。

D：不ゆかいだ。行動は理解できない。

＜理由＞

日韓中異己理解プロジェクト（釜田科研、日本国際理解教育学会）

釜田聡（2017ー2020年度）科研費 基盤（B） 、藤原（2019：.60-69）



新たな公共？
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ひょうたん島問題（藤原2021）

パラダイス学校は認められるか

文化的アイデンティティの対立やジレンマ
多文化共生をどう図っていくか

新たな公共：多文化共生の議論の空間、共生モデル
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